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産業分類
・画像情報処理
・コンピュータビジョン
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・視覚メディア処理
・画像データベース

技術キーワード技術分野

人間情報学

技術概要
　複数のカメラで撮影した遠隔地の映像を効率
的に圧縮・通信し、撮影した映像だけではなく、
実際には撮影していない、その間にある映像も
生成して視聴可能にするシステムです。

背景・従来技術
　従来の立体映像では、立体的な映像の表示は
可能ですが、人の動きに合わせて映像を提示す
ることができません。この情報は運動視差と呼
ばれ、自然な立体感を得るために必須の情報と
なります。また、遠隔地の情報を多視点で切り
替えてみるだけでは、遠隔地の情報を正確にと
らえることができません。

特徴
　このシステムでは、遠隔地の物体構造、映像
情報を分割し、必要な情報を必要なだけ圧縮・
伝送することで、高効率な伝送とインタラク
ティブな視点の操作を可能とします。また、リ
アルタイムの用途でなければ、一度蓄積型のメ
ディアに変換し、より画像品質の高い視聴も可
能になります。

実用化イメージ
　遠隔地の様子を実時間かつインタラクティブ
に閲覧可能なことから、セキュリティ・監視用
途や映像編集やエンターテイメントなどに使う
ことが可能です。

・自由視点映像生成ソフトウェア
・多視点カメラキャリブレーションソフトウェア
・デプスマップ推定ソフトウェア
・リアルタイム多視点映像エンコーダ

・自由視点映像の応用
共同研究を希望するテーマ利用可能な設備・装置

　本システムを利用することで、遠隔地の映像をリアルタイムにどこからでも見られるようになり
ます。現在は、カメラ台数の制約を緩和することや、画像品質の向上、通信情報量の低減に関する
研究を行っています。
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